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【科目】有機化学特論 III

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】環境工学専攻・2 年次
【担当教員】

中島 敏

【授業目標・教育方針】
有機化合物の構造と反応性の基礎的理解を深めることを目的とする。

なお、有機化学は、反応物と試薬の組み合わせを覚える学問ではない。自発的に起きる変化にはすべて理由がある。

【授業概要】
有機化学は生命科学、材料化学といった広範囲にわたる物質科学の基礎的な役割を果たす。有機化学的なものの考え
方を知り、有機化合物の構造や性質、あるいは反応性等に関する基礎的知識を身につけることが、新たな世紀の重要
な課題である環境問題、エネルギー問題等の解決にも必要不可欠であると思われる。

これまでに履修した有機化学反応についても反応機構を理解し、なぜそのような反応が起きるのかを理解することを
目的とする。更に、関連した演習問題を解き、学習成果を確認する。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：マクマリー　有機化学概説（第４版）、東京化学同人
参考書：モリソンボイド　有機化学、東京化学同人
参考書：有機化学演習 II、東京化学同人

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義および演習形式で行う。

【メッセージ】
履修にあたっては、有機化学の基礎的な知識が必要である。
比較的速く授業をすすめるので、予習、復習をしっかり行うことを求める。

【成績評価方法】
［前期］期末試験：50%，その他：演習 50%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力

【授業計画】（授業名：有機化学特論 III）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 アルカン、アルケン（１） 反応の復習と、機構の解説
第 2 回 アルカン、アルケン（２） 演習
第 3 回 アルカン、アルケン（３） 演習
第 4 回 アルキン、芳香族化合物（１） 反応の復習と、機構の解説
第 5 回 アルキン、芳香族化合物（２） 演習
第 6 回 アルキン、芳香族化合物（３） 演習
第 7 回 アミンと含窒素化合物（１） 反応の復習と、機構の解説
第 8 回 アミンと含窒素化合物（２） 演習
第 9 回 アミンと含窒素化合物（３） 演習
第 10 回 カルボニル化合物（１） 反応の復習と、機構の解説
第 11 回 カルボニル化合物（２） 演習
第 12 回 カルボニル化合物（３） 演習
第 13 回 環状電子反応、付加環化反応

（１）
反応の復習と、機構の解説

第 14 回 環状電子反応、付加環化反応
（２）

演習

第 15 回 環状電子反応、付加環化反応
（３）

演習

- 1 -


